
理科理科 NO.NO.2424
〈解答〉
1　⑴　エ
　　⑵　0.57g/㎝3

　　⑶　 ５種類
　　⑷　イ
　　⑸　①　Ａ　　②　224（完答）

配点　各 １点　 6点満点

〈解説〉
1　⑴�　選択肢エについて，磁石につく金属は鉄・ニッケル・コバルトで，すべての金属

に共通する性質ではない。ウの性質を展性といい，他にも熱を伝えやすいという共
通の性質がある。

　　⑵�　密度とは，一定の体積あたりの質量のことでふつう １㎝3あたりの質量で表す。よ
って，次の式で求められる。

　　　　　密度〔g/㎝3〕＝質量〔g〕÷体積〔㎝3〕
　　　 7個の物体の密度は，それぞれ次のようになっている。
　　　　　物体Ａ�･･･70g ÷１0㎝3＝ 7 〔g/㎝3〕
　　　　　物体Ｂ�･･･20g ÷１５㎝3＝1.333…〔g/㎝3〕
　　　　　物体Ｃ�･･･40g ÷20㎝3＝ 2 〔g/㎝3〕
　　　　　物体Ｄ�･･･20g ÷3５㎝3＝0.57１…〔g/㎝3〕
　　　　　物体Ｅ�･･･40g ÷40㎝3＝ １ 〔g/㎝3〕
　　　　　物体Ｆ�･･･60g ÷4５㎝3＝1.333…〔g/㎝3〕
　　　　　物体Ｇ�･･･80g ÷40㎝3＝ 2 〔g/㎝3〕
　　　よって，小数第 2位を四捨五入すると，物体Ｄの密度は0.57g/㎝3である。
　　⑶�　密度は，物質によって特有の値を示すので，物質を見分ける手がかりになる。⑵

より，密度が同じになっている物体Ｂと物体Ｆ，物体Ｃと物体Ｇは同じ物質ででき
ていると考えられる。よって，

　　　　　 7－ 2＝ ５〔種類〕
　　　の物質に分類される。
　　　�　他にも， 1 図中に，原点から物体Ａ～Ｇの◦を通る直線を引くことでも求めるこ

ともできる。密度が同じである，物体ＣとＧの◦および，物体ＢとＦの◦は，それ
ぞれ同一直線上にあるので，物質の種類は， 1 図中に引いた直線の数と等しい ５種
類とわかる。

　　⑷�　メスシリンダーの目盛りは，液面の平らな部分を真横から見て，最小目盛りの１0
分の １ まで目分量で読みとる。よって， 2 図の液面は82.0mL と読む。（82mL ではな
いことに注意。）

　　⑸�　⑵より，密度が最も大きい物体は物体Ａである。したがって，物体Ｘの密度は



7 g/㎝3である。また，⑷より，物体Ｘの体積は
　　　　　82.0〔mL〕－５0〔mL〕＝32.0〔mL〕＝32.0〔㎝3〕
　　　なので，その質量は
　　　　　32.0〔㎝3〕× 7〔g/㎝3〕＝224〔g〕
　　　である。


